
1997 年、創業者・笠原健治（現会長）が東京大
学在学中に IT 系求人サイト「Find Job!」を立
ち上げ、その後、1999 年に有限会社イー・マー
キュリーとして法人化。2004 年にサービス開始
した SNS『mixi』は大きな成功を収める（これ
を受け、2006 年に社名を株式会社ミクシィに
変更）。2013 年にリリースされたスマホアプリ
『モンスターストライク』は社会現象に。現在は
「フォー・コミュニケーション」をミッションに、
デジタル エンターテインメント、スポーツ、ライ
フスタイル分野でさまざまなサービスを提供し
ている。従業員数は 1106 名（2020 年 9 月末
時点 ※連結・正社員のみ）。

スポーツ ベッティング サービス『TIPSTAR』を Google 
Cloud 上に構築、プレミアム サポート導入で開発を加速

SNS『mixi』や、スマホアプリ『モンスターストライク』など、数々の大ヒットサービスを世に送

り出してきた株式会社ミクシィが、2 0 2 0 年  6  月にリリースした新サービス『T I P S TA R

（ティップスター）』。数年がかりで開発されたというこの大規模プロジェクトを成功に導くた

め、ミクシィは  Google Cloud のプレミアム  サポートを導入しました。この際、ミクシィが  

Google Cloud に求めたものがなんだったのかを、同社 CTO である村瀬さんら、開発の中

核メンバーに語っていただきます。

（利用している Google Cloud サービス）
Google Kubernetes Engine（GKE）、Cloud Spanner、Cloud Storage、Cloud Logging、BigQuery、

プレミアム サポート、Google Cloud プロフェッショナルサービス（コンサルティング サービス、トレーニング) など

Google Cloud をフル活用して『TIPSTAR』のサービス基盤を構築
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株式会社ミクシィの新サービス『T IP S TA R』は、アプリあるいは  Web 

ブラウザ画面上で競輪のリアルタイム中継を楽しみながら車券の購

入ができるという新感覚スポーツ  ベッティング  サービスです。その最

大の特長は、テレビ放送とは異なる独自の編集が施されたポップな中

継映像や、T IP S TA R と呼ばれる演者たちが独自のレース予想を繰り

広げ、ユーザーがそれに「のっかりベット」できるといった、従来のベッ

ティング  サービスになかったエンターテインメント性の高さ。これに

より、サービス登録者の半数弱が女性で年齢層も  2 0～3 0 代が中心

という、従来と全く異なる新しい競輪ファンを生み出すに至ったこと

でも話題になっています。
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「ビジネスとして成長性の高い公営競技である競輪の面白さに、我々が

ソーシャルゲームや  S N S などの分野で培ってきた  I T、エンターテイ

ンメントのノウハウを掛け合わせることで、スポーツ  ベッティングとい

う文化を皆さまに認識していただき、定着させていきたいというのが

『T I P S TA R』の狙いです」と、『T I P S TA R』の意義について語る同社  

C TO の村瀬さん。このサービスでは部分最適で複数クラウド  プラッ

トフォームを使い分けており、G o o g l e  C l o u d  は「映像配信以外全

部」（村瀬さん）で使われているとのことです。

「数あるクラウド  プラットフォームの中から  Google Cloud を選んだ

のは、何よりもまず  G o o g l e  Ku b e r n e te s  E n g i n e（G K E）を使いた

かったから。なお、弊社ではすでに『モンスターストライク』で   Google 

C l o u d  の利用が加速しており、今回の判断もその延長線上にありま

す。」（川又さん）

「今どきは、マルチクラウドでの開発は当たり前。その利点を引き出し、

ノウハウを蓄積するためには実際にさまざまなプラットフォームを

使ってみなければなりません。特に今回は、Ku b e r n e te s  をきちんと

やっていこうと決めていたので、それを推進する立場にある  G o o g l e  

Cloud と共に行こうという気持ちがありました。」（村瀬さん）

アーキテクチャとしては、インフラに  G K E、データベースに  C l o u d  

S p a n n e r、ストレージは  C l o u d  S t o r a g e、ログの保存・分析に  

C l o u d Lo g g in g、B i g Q u e r y  など、G o o g l e  C l o u d の機能をフル活

用してサービスを構築しています。

「中でも特に大きな決断だったのが、Cloud Spanner の採用です。実

は当初はデータベースに  C loud S QL を使おうと考えており、実際、そ

れでかなりのところまで作り込んでいたのですが、2019 年の中頃、開

発中盤で  C loud Spanner に切り換えました。一番の理由は、メンテ

ナンス  フリーというか、サービスダウンをなるべく起こさないようにす

るため。Clo u d S Q L ではその仕組み上、どうしてもダウンタイムが発

生してしまうのですが、それを避けたいという思いがありました。さら

に今後、サービス規模が順調に拡大していった際も、単純なノードの



ミクシィでは『T I P S TA R』に  G o o g l e  C l o u d  を本格採用するにあ

たって、G o o g l e  C l o u d のプロフェッショナル  サービス部門（P S O）

との連携を強化。サポート  プログラムを最上位のサポート（現プレミ

アム  サポート）に引き上げました。そこにはどのような背景があったの

でしょうか？

「ミクシィとして  Google Cloud をこれだけの規模で利用するのがは

じめてだったこと、なにより『TIP STA R』が公営競技というお金を扱う

センシティブなサービスだったため、プラットフォームに通じたプロ

フェッショナルの的確なアドバイスをいただきたいという気持ちがあ

りました。実際、問題が発生した際に、素早く、的確なお返事いただけ

たのはありがたかったです。返答待ちで業務が停滞することがなく

なったのは大きなメリットだったと評価しています。」（川又さん）

なお、プレミアム  サポートに加え、特に川又さんらが重視していたの

が、G o o g l e  C l o u d コンサルティングサービスによるプロジェクトの

デリバリー支援だと言います。

「チケット  1  枚で収まらないような長期戦になるサポートを、P S O の

テクニカルアカウントマネージャー（TA M）に社内の情報をポーリング

していただきながら、随時、状況をアップデートしていただけるのはす

ごくうれしかったです。」（吉野さん）

「アーキテクチャのレビューから、リリース時のリソースの調整まで、つ

まりサービスの設計から世に送り出すまでをチームの一員として力強

くサポートしていただけました。また、サービスの開発に追われた状況

では、どうしても  Google C loud のアップデートなどを追いきれない

ところがあるのですが、TA M や営業の方がさまざまな情報提供や提

案をしてくれるのが助かりましたね。」（川又さん）

「我々が  G o o g l e  C l o u d に求めているのは、まさにそういったチーム

の一員、仲間になってくれるということ。何か文句を言ったときに『持ち

帰って善処します』みたいなことを言ってくる関係性ではなく、もっと

協力、共同、共闘みたいなかたちでより深く寄り添い、事業を伸ばして

くれる関係を築きたかったんです。また、我々のエンジニア側も、自分

でなんでも解決してしまってサポートケースを上げないことが多かっ

たのですが、こうした関係性の中で、徐々に意識が変わってきているよ

うに感じています。実はこれ、フルクラウドでサービスを構築して行く

にあたって一番重要なことなのではないでしょうか。加えて経営側とし

ても、事業全体を把握しやすくなったことに大きな恩恵を感じていま

す。」（村瀬さん）

現在、ミクシィでは、G o o g l e  C l o u d の活用範囲が広がっていくのに

合わせ、プレミアム  サポート以外でも  P S O を活用。全社的な技術戦

略において、A I  や機械学習の知見を高めるべく、A d v a n c e d  

S o lu t ions L ab（A S L）を受講したほか、新卒社員向けとして、認定講

師によるクラスルーム  トレーニングに加え、ハンズオン  クラウド  ト

レーニング  Qwik labs を利用するなどしているそうです。

「その他、データサイエンス系の観点で、解析グループやマーケティン

グ担当者を集めたトレーニングもやっていただきました。こうしたクラ

ウドの活用を体系的に学べる  G o o g l e  C l o u d のトレーニングは、今

後も活用していきたいと考えています。」（村瀬さん）

Google Cloud がチームの一員となって開発に携わってくれた

Google Cloud  の詳細については、右記 URL もしくは QR コードからアクセスしていただくか、同ページ「お問い合わせ」よりお問い合わせください。
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お問い合わせはこちらから
https://goo.gl/CCZL78

Google Cloud を活用することで、ビジネスの将来に注力できるようになります。インフラストラクチャの管理やサーバーの
プロビジョニング、ネットワークの構成などに起因する負担を軽減することができます。つまり、イノベーターもプログラ
マーも、自分の本来の仕事に集中することができます。
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追加などで容易にスケールできる設計になっていること、それによる

運用コストの低減が期待できることも  C l o u d S p a n n e r  に切り換え

た理由です。」（川又さん）

C l o u d S p a n n e r  に乗り換えたことで、当面のスケールについて大き

なプランを練る必要がなくなったのは大きいという川又さん。

「『TIP STA R』は半年後くらいに大きなアップデートを考えているので

すが、基盤側の都合でアーキテクチャを変更するのではなく、新しい

機能のために新しいアーキテクチャにトライするというかたちに持っ

ていけたのは良かったと思っています。」（川又さん）

「『T IP S TA R』の開発を経て、今後も、第一候補は  G o o gle  C lo ud だ

よねというのは、チームの基本コンセンサスになったのではないかと

思っています。」（吉野さん）


